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病魚腎臓中に見られた胞子虫（撮影，東京大学江草研究室i）

１
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炉

鳶

f蟻一

｜
田
戸
］ （写真の説明）

写真1．組織細胞中に見られる無数の栄養体（矢､印）と，細胞の異`常増殖によって起る

組織の脱落と、細尿管腔（Ｓ）。この腔間に貯溜液を薑有する。（－４００倍）６

写真２腎臓中に多数見られる胞子虫。（ギムザー染色による塗沫標本。４００倍）

写真５．極糸を出している胞子虫（Ｓｐｈａｅｒｏｓｐｏｒａｃｙｐｒｉｎｉ（ＦＵＪＩＴＡ)の拡

大写真。（同上，１，０００倍）

写真４・同上胞子虫。後端部に，５～６本の糸状突起が１列に並んでいる。

…（同上，1,000倍）

(写真１～４とも４５年４～５月採取標本）
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Ｉ調査,：研究の目的

全国金魚販売量のうち約２０妬を占める東京都では，その主養殖地区である江戸川区養殖

池帯で，昭和４０年頃から池中養殖金魚の腹部が異常に膨満する病害が発生し，適切な予防

と治療方策が未解決のまま現在に至っている。

東京都では，この病害に係る治療，予防等一貫性ある防疫対策を確立する必要性から,国

庫補助による指定調査研究として本題を取上げ４４年度を初年度として本研究を開始し第１

年度は病害に関する基礎調査を重点に「病害の実態把握と発生原因」を究明し，研究期間中

本病の呼称を「腎腫大症」（仮称）とする他，２，５の知見を得た．

今年度は，第１年度の研究結果を参考にして「腎腫大症病因の究明」を主要課題に,「予

防方法」を副題として引続き研究を実施し報告書を取まとめた。

Ｉ
ぽＩ

山

、
ロ－

ｌ調査，研究場所と，選定池の規模

調査，研究の対象とたった場所は，第１年度と同様（４４年度報告書図１参照）,都内

江戸川区一之江と春江町にまたがって点在する東京都淡水魚養殖漁業協|司組合所属の養殖業

者の中から前年度と同一の前記４氏に協力を依頼し，前年度病魚が多発した代表する池を各

々１ケ所づつ計４池を「試験池」とする池，水産試験場構内の屋外金魚養成他および,試験

用循環池を継続飼育用の「実験池」として，おのおの選定した。

選定した「試験池」と「実験池」の翻莫は，表１に示したとおりである。

表１選定池の規模
錆

ＣＤ

池壁土,地底;泥Ｃに同じ

５５０勿挟鶴６０cフル56017Ｊ'うぐ鶴５０師

２番仔,約8千尾４番係約5万尾

，出目金和金

/クリート，池底；泥

殖Fi~'轌さ Ａ氏 Ｂ

；泥池壁木7枠,池底:泥

Oc7jか５５０'7z』×鶴５０c7,2.

尾、1,2番仔,約5万尾

和金

力

池の型状|池壁；土。地底試
験
池

（
養
殖
池
）

500か×(深)５０ｍ積

準》》蕊『

、

１番仔，約３万

金和

屋外金魚飼育養成池０－１５号パセ壁;コンクリート，池底；泥

２５１”×（深）１，

１番仔４万タ和金

屋外コンク:リート製試験用循環池（１面55”×（深）８０c’72）＝８面

実験池

(水産試験場）
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Ｚ
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Ⅲ．鷺方法の設定

調査，研究を進めるに当って，後述する各項目ごとの方法を徐き全般に係る方法設定は，

１年度（４４年度報告書２，７頁）と同様にして行った他，測定数値上からの罹病魚判定基

準は前年度の研究結果から，腎臓重量比（貯溜液を除去した腎臓重量（Ｋｗ)／魚体重量

（ＢＷ）００２以上の材料を罹病魚として扱った。萱た，採LlX試料の測定については，外形，

内部調査とも，前年度と同じ調査方法で観察を実施した。

包
肌
風

『

Ⅳ病因の究明

１．発病試,験

１）試験方法

（１）交換発病試験．

ふ化後稚魚期における感染の有無を見るために，４５年７月水産試験場金魚飼育養

成池の健康魚から得た０年魚の和金（平均体長5.0～４０c’7z）１００尾を，箱生す

（長さ７０×巾６０×深２５碗）に収容，Ａ氏試験池に設置した。逆に，Ａ氏試験池

か〈ら得た０年魚の和金１００尾を）水産試験場実験他（循環池）１面に移し，それぞ

れの場所で，連続飼育をおこたった。

（これらの試料は期間中毎月１回原則として各々１０尾を無'作意に採取し，発病状

態を追跡した。

（２）発病比較試験．

試,織地（養魚池）の金魚を異る夢境下で連続飼育したときの発病状態を見るため，

７月，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ各氏試験池から得た０年魚試料（各１００尾）を実験池内へ個

個に収容して連続飼育を続けながら，この間毎月１回各と｡１０尾を無作意に取上げて

追跡観察をおこなう一方，同時点で，原Hh養魚池の金魚も観察し，双方を比較しなが

ら発病の有無を調べた。

各試験池の環境について今年度は試験の参考程度に止めるため，月１回の調査時に，

水温，ＰＨ透視度，化学的酸素要求量（富山変法），アンモニア態窒素（ネスラー

比色法），亜硝酸態窒素，（ＧＲ法），リン酸（モリブデンブルー法），等の項目に

ついてのみ分析処理した。

（５）接種試験

感染の時期および，発病の原因を究明するため，７月養魚池から得た罹病した１年

餅
匂匹層可；

〆云い
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魚の流金２尾から貯溜液を含んだままの腎臓（１ｐ～1.5？）を摘出し)よ医薬用生理111

食塩水１ＣＧを滴下して磨砕〆磨砕液を２重にしたガーゼでi蘆過，得られた乳液を生理

食塩水で１０培に稀釈し，これを水産試験場ｃ号金魚養成池から得た健康と思われる

０年魚の和金1ＣＯ尾の右腹腔内へ１尾0.2～Ｑ５ｃＧづつ接種した。なお比較のため，

、同形の矛|]金:1.0尾に生理食塩水だけを試料とl可量接種したヮ～

これらの接種魚は，２日間ガラス水槽内で飼育を行い異常のないことを確認后，屋、

外実験池へ移して連続飼育をおこない，毎月１回１０尾を取上げ測定し発病経過を追

跡した。：《:ﾀﾞﾄﾞﾊﾟｉ゛:’Ｅｕ簿：／

(4)汚染要因（ＡＢＳ）を想定した試験～、肝．｝

試験池を含む金魚養殖池一帯の環境は，年女都市化によって住宅化され,･従来まで

飼育水として引用していた用水路は家庭下水等で汚独が目立ち，ルたwかつて現在では

～飼育水として用水は使用されていないが，池中へこれら汚iiix水の浸出はあるものと考

えられ，とくに中性洗剤の主体となる「ＡＢＳ」による病害の影響を想定し，飼育試

験を.お《こなった。：

…飼育試験は，室内でステンレス枠ガラス水槽（４５×４５×５０ｃｍ）)を使い、

７月水産試験場金魚養成他から得た`健康な０年魚の和金を各々２０尾づつ水樗内に収

容し，ＡＢＳ試験濃度０２～1.0ｐｐｍで２ヶ月間連続飼育し，試験開始時と，終了時

の２回魚体を測定し，発病の有無を追跡した。飼育期間中は，２～５日ごとにかん水

し，できるだけＡＢＳ濃度を一定に保持するようにつとめた他，通気をおと左い，餌

料はペレットをかん水時前にあたえた。飼育水には，水道水を２日間曝気したものを

使った。．；

］なお「交換発病」，「発病比較」，「接種」各試験のうち実験池における飼育条件

は，止水で，必要時以外は注水，かん水，通気は行わず，外部寄生体による病害が見

られたときは一般的な薬剤散布をす為のみで，できるだけ試験拙の環境に類似する条

件下で連続飼育した，飼料は，ペレットによった。

2）結果

（１）交換発病試験

７月から１月まで６ヶ月間の飼育結果を表２に示した。
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表２から試験池と実験池の測定値のうち，腎臓重量（ＫＷ）と，腎臓重量比
．-入`:.

（ＫＷ／ＢＷ）の値について見ると，試験池（生す飼!青）の方が実験池に比べ大きい

値を示した。

１０月以降の腎重比（ＫＷ／ＢＷ）平均値で，，罹病魚の判定基準０．０２以上を示し

たものはなかったが試験池では，これに近似する値が見られたＣｌまた，外形からみた
’-..,.，;>

罹病魚の出現傾向は１０月以降双方の試料に見られたがｆ試験池では月を経るに従い

罹病尾数が増加し，１月には７尾出現した。

(2)発病比較試験一

Ｇ

０

'bq5
LU

７月から１月まで６ヶ月間，試験池および，実験池における廷５回の測定結果を表

５に示した。
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表５から月別の腎重比平均値についてみると，罹病魚と考えられる０．０２以上の腎
．,；･

重比は９月以降に見られＡ，Ｂ，０，，４者の中ではＢの試料に多く現らわれた。

試料を，実験池（コンクリート池）で連続飼育しながら測定したものと,ｊ試験池（養

魚池）からその都度採取して郷淀したもの（対照）とについて相互間の値を比較する
勺－－Ｐ－

，．１￣、

と，８月までの期間飼育環境による腎重比の差は認められないが，:９月では，試験
･P.．’｡１．，

池の腎重比が実験池にくらべ全池とも大きく鮖差が認め｢られ週１０月ではA～Ｄ池

全試料に関する双方の洲'殖1号転換が見旦れづ実験池191腎重比値が大きく逆に試験池
ipO；.

の方が'｣､さかつた゜’１月の試料では再び９月と同様な傾向となり〆試験池試料の督

重剛方が全試料とも実験池試料より大ぎくﾄｽ?どくにri試料の腎戟の大きい，

（００５０～０．０４０）のが目立つ結果となった。

－－全試料の対照としても期間中計測した水産試験場金魚養成池の腎重比は,０月まで

#伽bﾐろ~｡;０１/2の範囲で,；数値上,外形上でも罹病魚と認められるもの'よなかつ

蝋たが,］１月に腎重比平均値がｑｏ２１となり,(【外形上でもわずかながら濯病魚と思
い･゛．.,０．．､－１

わ)fじるものが散見され】/と。

－期間中各試験池l弓ついて試料採取時ごとの鰯調査結果,[さ;表４に示したとおりで

ある｡:;万一千「〃＿ルー〈：Ｆ１ｺ
ﾎーﾟ‘（｜

この結果から試験池のＯＯＤ，ＮＨ４－Ｎ，ＮＯ２－Ｎ)ＬＰＯ４－ｐの分析値はか

なり高く，また４者の間に差は見られなかった。

～ただ試験池ＢではﾙＮＨｒＮ昨ＱＯＤ値が４者の中でもっとも低い､値を示した。`.ｂ,－－．．?‘．．-
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（３）接權試験

７月から４６年１月までろケ月間，接種試料を飼育し錨丙有無を追跡した結果を表５
－に示した。

接種試料の腎重比平均値は，接種１ケ月后に０．０１２を示した以外，期間中０．００８～
０．００９の範囲に止り，催病基準０．０２に達したものは認められなかった。

対象試料（無接種魚）の腎璽比は０．００８～０．０２１を示し，接種試料より大きい値
を示した。

また，体巾／体長（Ｌ／ＢＬ.)では，接櫨対照両試料とも，各月ほぼ同じ値を示し，
大きな差は見られなかった。

-ｔ、へ

（４）汚染要因（ＡＢＳ）を想定した試験‘

７月2日から９月5日までの２次;月間;｢ABS｣濃度02,10ppmで飼'青し発病
有無を調ぺた結果を表６に示した。、

２ヶ月間の結果では，濃度に関係なく腎重比平均値０００４で発病の徹侯は認められ
ず，対照試料腎重比と比較しても大きな差は見られなかった。

なお，９月以降の継続飼育は，庁舎移転に関連する作業によって試験の継続が困難の
ため，発病時期の資料を得られないまま中止した。

(表６）ＡＢＳによる発病試験結果
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５）考察

催病魚判定の基準とした腎重比は，試験期間中の測定試料５００個体について腎重比と

病魚および正常魚との関係を作図した結果，図１に示すとおりとなり，正常魚は腎重比

１－■：檀辮(:議）

Ｏ
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）
唾
０

０．０１以下に，

罹病魚は００２

以上に区分され

た。ただし，

００１～００２の範

囲に入る試料は，

正常魚と病魚と

が混合し下いる

ため判定の基準

からはぶき，

０．０２以上の数

値を示したもの

だけを,罹病魚と

して扱った。し
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（体長）
図1．腎重比と，病魚，正常魚との関係

たがって，腎重比０．０１～Ｏｐ２（とくに０．０１２～００１８）の範囲にある試料は，外

形上病魚と認められなくても内部的には発病しているか，または，発病初期のものと考え

られるが，これらの関連については病原体の生活史等を究明してから考察を加えるのが妥

当と思われる。

これらのことを前提として，各試験結果について概略の考察を加えると次のとおりとな

る。

交換発病試験では表２に見るように健康魚が病魚池設置后5カ月目の１０月に1尾発育し養魚

業者がいう「初秋の発病時期」と一致した。その后漸次罹病魚数は増え越年后の１月に７尾

の罹病魚を見たことは，感染時期として少くとも９月以前の環境に対する抵抗力の弱Ｌ時

期（稚魚または幼魚期）と考えられるが，一方，同じ期間|こ実験池（コンクリート池で飼

育した病魚池試料）でも罹病魚の出現は見たものの，発病率が少なかつたこと等を考え合

せると感染初期，感染后の魚体と病原体相互間の生活条件によって発病過程が抑制，助長

されるものと思われる。
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発病比較試験についても１０月の時点以外，実験池（コンクリート池）試料の腎重比の

方が小さく，試験池試料より発病傾向が少かつたことからみて，上記と同様なことがいえ

ると思われる。１０月に試験池試料の腎重比が全般に小さくなったことは，９月～１０月

にかけて，出荷等による選別，池水替えの閨係で，罹病魚の整理がおこなわれたためであ

ろう。

なお表７，表８に今年期間中における試験池の外形観察上の病魚出現状況を示した。

この出現率からも判るように試験池における病魚は９月以降に１０～２０％，病魚と区

別困難なものを含めると５０～４０％の割合で出現し，業者からの聞取りと同傾向を示し

た。ま`た表5~に示した試験池Ｂの腎重比が最も大きかった（００５０～００４０）ことは

前述したとおりであるが，これを表７，８のＣと比べてみると罹病魚出現率の多いことと

一致した。試,験池Ｃについては選別回数が多い由なので，病魚の出現傾向も少いものと考

えられる。

また表７，８で，罹病魚と判定困難（記号？）なものの出現が１０～５０％見られるが

これが多分，図.１に示しプヒ腎重比０．０１０～００２０の範囲に入る試料と考えるが，これ

に関する腎重比の変化，発病割合等の究明は，今后の研究課題としたい。是

試験池の環境については金魚池の場合慨し 表２水質分析値による比較

一
Ｆ
Ｕ
Ｉ
今
Ｆ

Ａ
⑭

。

（Ⅱ

て良い環境といえないが，養魚池と水産試験

場の水質分析値を比較してみると表Pのとお

りとなる。ＰＯｒＰとＣＯＤの値は養魚池の

場合非常に高いので,これらが発病との間に

誘因となる要素があるのではないかとも考え

られる。

預Er皇迩_養魚池水産試験場
ＮＨ４－ＮＯ:8,13:ｍ

，！‘
ＮＯ２.－Ｎ０．０２１ロミiＯ２９

ＰＯ４－ＰＯ１６５０．０１７

ＣＯＤ１'１５Ｒ１０ 奇

接種試験では６ヶ月間の飼育にもカユかわら（注）養魚池の数,値ば表４の平均値
水産試験場鞠直は，４１～４４年の平

ず発病の兆侯が認められなかった。前年度ほ
均値．」

ぼ同様な方法で７月～１１月まで１５１日間

飼育した結果では腎重比０．０３１を示したが，今年度６ヶ月間にわたる試験結果では病状

の進む段階が認められなかった。このことは，接種の時期，試料の選択，接種の方法等の

検討も必要であるが，一方で，バクテリア，細菌による感染，または魚体間の直接感染で

はないことも考えられるので，今后，感染方法についても究明してゆきたい団
・、－６－．．＝Ｉｌ

ＡＢＳによ~る発病試験については止む得ず短期間の試験で中断した関係上，今年度は発

【’
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病の有無を実証する資料を得ないままに終った｡しかし，今后も生物学的な発病究明と併
行し，一つの検討事項として追試験をしたい。

2．病原体の究明

１）究明の方法

骨極大症（仮称）病原体については，単一病原体によるものかあるいは，複合病原体によ

る（二次感染）か，金魚養殖池特有の複雑な要素が加味されるため，病原体の究明について
は東京大学の江草研究室に同定を依頼した。

江草研究室では今年度,胞子虫類に重点を置いて,病魚の督蔵組織標本;塗沫標本を作製

し検出作業が行われたので，当場でも８月に金魚養殖池から得た病魚の腎蔵を摘出し，ギム
ザー氏染色による塗沫標本を２００～５００倍率で顕鏡してみた。

.．{

２）結果切（＿‘

１４５年5.と４月,金魚養殖業者池から収集した１～２年の罹病魚を,江草研究室で外型調
査と，組織標本とから比較した資料を表１，に示した。

この表によると，腎重比（ＫＷ／ＢＷ）０．０１～０１６７まで見られ，０．０２以上の試料

では外観上ほとんど腎蔵部の膨満が観察されている．０．０１～００２にある試料でも，時期
により膨満を観察できた場合と，できない場合とが見られた。

これら腎蔵部膨満が観察された試料の大部分の腎組織塗沫標本中には，胞子虫の存在がみ

られ，さらにこれとほぼ比例して腎組織標本中にも胞子虫が顕鏡されている。また塗沫標本

中には胞子虫の他に，バクテリアも併列して顕鏡されているが，その出現度合は胞子虫より
Ｉ．

．ずっと少し､。

この胞子虫については，写真１～４に示したが，その概要は胞子体の長さ８．５～１５．５α，

巾５～１６川極系の長１６～４０川体の後端から５～６本の継続が一利に並んでいる。こ

の種名については，現在のところ江草研究室で，次のように分類のうえ，同定している‘＿Ｏ

ＰＨＹＬＵＭ；Ｐｒｏｔｏｚｏａ

ＣＬＡＳＳ；Ｏｎｉｄｏｓｐｏｒｉｄｉａ

ＯＲＤＢＲ,；Ｍｉｘｏｓｐｏｒｉｄｉａ

ＰＡＭＩＬＹ；Ｓｐｈａｅｒｏｓｐｏｒｉｄａｅ

ＧＥＮＵＳ；Ｓｐｈａｅｒｏｓｐｏｒａ

ＳＰＥＣＩＥＳ；Ｓｐｈａｅ・ｒｏｓｐｏｒａＣ・ｙｐｒｉｎｉ（ＦＵＪＩＴＡ）

【Synlonyln;ｕｉｔｒａｓｐＯｒ,ａｃｙｐｒｉｎｉＦＵＪＩＴＡ１９１２,）

０

Ｖ

〆

Ｐ

■
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(表１０）調査試料の測定結果（東京大学江草研究室の資料による）
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腎重量は貯液含有のままの測降値をおのおの示す。

ｑ

５）考察

腎蔵大淀の病原体については，ウイールス，細菌，胞子虫，その他環境からの誘因等い

ろいろ考えられるが,江草研究室での究明結果では既存の組織標本，採集物からの塗沫標

本等で，病魚腎蔵中に多数の胞子虫が時期により胞子体，または栄養体の形で顕鏡され，

本症に重要薩関与をするものと考えられるが，本病における唯一の病原体であるか否かに

ついては，どの胞子虫の感染経路生活史と症状段階との関係等について検討を加えたのち

に，結論を得る予定である。
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Ｖ予防試験：ザ

腎腫大症の予防、治療は，病原体の種別と性状によって方法，手段が変ることも考えら

れるが，今年度は予備的に予防試験をおこなってその効果を調べてみた。

１．試験方法

７月，Ａ～Ｄの各試験地から得た０年後の金魚１００尾づつを実験地へ移し，サルフ

ァ剤を予防薬に使用し，魚体重１坪当りサルファ剤２００沈,を基準に投薬量を算出，必

要投薬量を粉沫人工飼料に混合しねり餌として毎日１回投与した。投与期間は試験開始

時の７月～１０月までの５ヶ月間連続投与し，飼育は１月まで６ヶ月間連続飼育した。

この飼料との比較は，実験HlPTで実施した発病比較試験の試料をあて，双方の腎重比か

ら投与効果を追跡した。．…、

、使用したサルファ剤は，エーザイ株式会社の尿路専用サルファ剤，商品名「ウロサイ

ダル礫品名,スルフアメチルﾁﾔｼﾞｱｿﾞｰﾙ)および,第一鍵株式会社の商品名

「ダイメトン」（薬品名：スルフアモノメトキシン）の２種類を用いた。

２結果

サルファ剤を経口投与して腎重比の変化を追跡した結果を図２に示した。

．､サルファ剤を投与した:Ａ～

じ

●凸

「

‐
Ｏ

（
腎
重
比
）

， －－趨一サルファ剤投与Ｄ試料の腎重化は，ｑＯＯ８

～ｑＯ１５の範囲で，安定し
－-○－－対照

０２０

l團＝麩＝=諺ﾆﾆ鮮二=●二二二つく二二熟た傾向を示し対照（サルフア
０

剤無投与）試料では，９月ま _Ｃ（Ｌ

一○

|鈩讓篁一醤二二:><艀雫鰯
で投与試料との間に差はなかｏ，０２０

，

つたが，１０月以降，わずか
０

ながら差を生じ，１月Ｂ'０ _Ｂ 一○一一一○～～
￣

～Lﾍﾆｰｰｰｰ○
…|愚=響く：二一

では腎重比００２以上となり，、

鱒－－職－－－ヘヘーーー鰯
罹病魚に近い数値を示した。

ひ

この試験のうちＢについて
-Ａ

はサルファ剤投与と無投与試０OZcトー

'|毬ﾋｰ②二一二②=二;二二二;;＝cc＝認！料間の腎重比に大きな差が認
０１

７８ｅ'０／／/Ｚ．／（月）められたｃ

図２サルファ剤投与試験結果
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なお，サルファ剤混入飼料の接餌は，Ａ～Ｄ試料とも期間中翌日に２０～５０％残餌を

観察した。、iw

5・考察

腎腫大症の治療，予防方法については現在，病原体の究明と併行して検討中であり，次

年度の研究課題となるが，今年度予備試験として行った結果では，図２に見るように投薬
,$

后の予防効:果が一応考えられ，とくにＢでは予防効果と思われるけん著なものが見られた。

ただ，これらの傾向が，サルファ剤の轡膨大症の予防効果として考えられるか否かは，
I■｡伯

…投薬の時期，養魚池での投薬比較，投薬方法等をさらに検討して結論を得たい。

口

丁か１＄⑮ひ〆

〆■､
Ⅱ

Ⅵ４｡年度，都内温水魚養殖池に発生した疾病の概要（参考資料）

今年，管下養殖（魚）他に発生した疾病で新しいものはなかったが既存の疾病のうち，サ

イクロキータによるコイ，キンギョ稚魚期の罹病が５～７月上旬に目立った。

また，５～７月にかけ例年(こなく低水温が持続した関係上，ヘラブナ業者（主に，釣り堀

業者）間にキロドネラによる病害が慢延して大きな被害を出した。なおこの疾病は高水温期

に入るにしたがって，激減の一途を示したことが，特記事項である。……

この他の疾病については例年と同柔な発生程度に止り，特筆するような被害は見られなか
昨 P9｡出色.1･

Bhp～●｡-■4

つた゜なお発生した疾病と，概要を参考資料として表１１に示した。
．.．.：.･.,I。：｡

（表１１）４５年疾病発生の概要

対＝よ策

(鰯麟愈&;蕊
罹病状況罹病魚種と体型

溝ｺﾞﾘ■言１
噂｡~7F

爾ﾏｺﾞｲ，色ゴイ稚魚

（2-5の‐
ｷﾝｷﾞｮ①年鰯

へﾗﾌﾞﾒ箙兇)）

２０～５０

０割
５０～９０

UＵ

に期堂:二…ｉ” ’
１

キンギョ（１年魚）

キンギョ（１年魚）

〃（ｏ〃）

〃（1～２〃）

魚種全股

１０～２０

…￥
1～５

１０～２０

主に選別除外.

,デイフテレツクス０５～O２ＰＰｍ

1戸~５

１０～２０

(※）は，今年罹病の目立ったもの。
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Ⅶ要約辱〆J恐酢

１．４４年度の調査に続き，金魚の腎瞳大症（仮称）を究明するため、４５年７月から４６
t:年１月まで,衿前年度と同じ方法の設定で養殖業者池と，水産試験場の施設を使って廷
１．０００個体の資料について，発病試験，予防試験および病原体の究明等を行なった。

返汁’5DC個体の腎重比（K1N"/白w)から病焦の基準を検討したところ,００２以上の個体
oPやﾛ

が病魚で，0.01以下が正常魚であることがわかったので，これを発病に関する資料判定
の基準として扱った。

ａ発病試験のうち,同一試料を使った交換発病試験と;発病比較試験ではコンクリＬｉ:i池
､⑤P･1

で飼育した試料の腎重比は'jくさく〈００２以下），養魚池飼育のそれは大きい（００２～
００６）傾向が見られ，とくに，健康魚を養魚池に移して飼育したところ，移殖後５ケ月
目から病魚が出現し，６ケ月目には７尾が発病した。

４．期間中，試論世で採取した試料から罹病魚の出現率を調べたところ，９月以降に１０～

２０％の病魚がみられ，病魚と判定しにくい試料も含めると，５０～４０％の出現率とな
った。

５．試験池のうち，腎重比の大きい（０．０５～ｑＯ４）試料を得た池の病魚の出現率は２０
～５０％であり，逆に，選別や取上げ回数の多い池や飼育管理が充分ゆきとどいていると

!､.【，』

見られる池では，腎重比も小さく，かつ病魚出現率も少ｶﾕつ7と。
０１

６．接種試験では，腎重比０００８～００１０のｉ１ｉ２ｊｌ通に上り，発病の徴効が認められなかっ

た。この点については接種時期，試料の選択等の再検討も必要であるが，接種以外の感染
も考えられるので，方法，経路等についても検討したい。

Ｚ本症の病原体について，東原大学江草研究室に依頼し当室で究明をおこなったところ，
病魚の弩組織標本，塗沫標本の中から，脆子虫（ＳＰＥＯｍＳＮＡＭＥ:Ｓｐｈａｅｒｏｓｐｏｒａ
ｃｙｐｒｉｎｉＧＵＪｍｌＡ９が検出され，（写真1～４）,本症に関与しているものと考えられる

が，直接の原因となるか否かについては，生活史，感染経路等の究明と併せて今後さらに
検討を加える予定である。

8．サルファ剤（薬品名，スルフアメチルチヤジヤゾールおよび，スルフアモノメトキシン

の２種）を使って予防試験をおこなった結果，腎重比のうえから投薬効果と考えられる傾
向を示したが，さらに究明を必要とするため次年度の課題とした。
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Ⅸ残された問題点と，その解決方策‘

「腎腫大症の予防，治療および病原体と生活史」の

１．病魚の予防，治療

１）適種薬剤の解決

２）病魚池における投薬試験

５）投薬時期と予防効果との関連究明

４）病魚治療の薬浴，経口投与の効果

２．病原体と生活史

１）脆子虫と病因との関係ならびに病原体の確認

２）生活史と感染，発病時期との関連

５）接種時期と発病。

浄凰、
の究明を課題とする。
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